
－
ジ
の
出
版
年
は
い
ず
れ
も
三
国
○
○
〆
閏
皆
く
（
一
七
三
四
）
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
版
を
含
め
て
内
容
の
一
部
が
訂
正
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
演
者
は
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
訂
正
さ
れ

た
そ
の
真
の
年
号
は
不
詳
で
あ
る
。
シ
邑
胃
○
目
印
目
①
弓
号
①
扁
口

（
一
七
四
五
）
で
は
、
訂
正
さ
れ
る
べ
き
図
版
が
訂
正
さ
れ
て
お
ら

ず
、
東
大
所
蔵
の
○
昌
一
①
①
烏
巨
昌
信
①
日
脚
壁
①
目
（
一
七
三
四
）
と
類

似
し
て
い
る
・

一
七
三
四
年
以
後
、
○
昌
一
①
＆
丙
匡
且
侭
①
目
四
直
の
目
が
戸
口
呉
○
‐

冒
涜
目
①
弓
号
竺
呂
と
直
接
比
較
さ
れ
た
か
、
否
か
は
定
か
で
は
な

く
、
○
具
嚴
凰
冒
且
侭
①
弓
四
国
の
ロ
の
図
版
の
訂
正
が
シ
国
呉
○
日
胃
‐

９
房
目
号
①
扁
邑
の
訂
正
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
オ
ラ
ン
ダ

に
お
い
て
独
自
に
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
本
書
は
こ
れ
ら
の
点
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
に
な

る
と
考
え
る
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

わ
が
国
に
お
い
て
、
四
肢
切
断
術
・
関
節
離
断
術
が
最
初
に
行
な

わ
れ
た
の
が
、
何
時
、
何
処
で
、
誰
に
よ
っ
て
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
い
。

華
岡
青
洲
と
そ
の
一
門
の
人
々
に
よ
っ
て
内
服
全
身
麻
酔
剤
を
使

用
し
て
こ
れ
ら
の
手
術
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
十
月
十
三
日
の

乳
癌
手
術
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

華
岡
青
洲
・
本
間
玄
調
・
鎌
田
玄
台
ら
の
施
行
し
た
記
録
が
今
日

残
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
華
岡
流
の
麻
酔
剤
使
用
下
の
施
術
で
あ

っ
た
。し

か
し
全
く
華
岡
流
外
科
と
は
無
関
係
に
、
わ
が
国
で
文
化
元
年

（
一
八
○
四
）
長
崎
で
四
肢
切
断
術
が
行
な
わ
れ
た
資
料
が
あ
る
。

こ
れ
は
文
化
元
年
秋
に
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る

四
肢
切
断
術

マサ号に

Yl制

原
宏
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人
船
員
の
前
腕
の
切
断
手
術
が
長
崎
出
島
で
行
な
わ
れ
た
記
事
資
料

で
あ
る
。

馬
場
貞
由
訳
『
瘍
医
新
書
手
足
切
断
篇
』
の
序
文
に
そ
の
事
実
が

大
槻
玄
幹
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
苛
私
的
兒
瘍
医
新
書
手
足
切
断
篇
序

（
前
文
略
）
斯
一
ニ
ッ
ノ
奇
談
ア
リ
今
年
甲
子
ノ
秋
両
藺
ノ
船
長
崎

二
入
津
ノ
時
、
例
二
由
テ
石
火
矢
ヲ
放
チ
ケ
ル
ニ
、
如
何
シ
タ
リ
ヶ

ム
、
二
度
目
ニ
ハ
薬
二
火
付
カ
サ
リ
ケ
レ
バ
、
其
人
筒
ノ
中
へ
再
回

迄
右
ノ
手
ヲ
差
入
レ
テ
薬
ヲ
込
シ
一
二
人
側
ヨ
リ
火
口
ヲ
押
シ
、
気

ノ
漏
レ
サ
ル
ャ
フ
ニ
シ
ケ
ル
。
其
人
少
シ
ノ
油
断
シ
ヶ
ル
ニ
ャ
、
忽

薬
二
火
移
リ
テ
吹
出
シ
、
筒
ノ
中
二
入
レ
タ
ル
将
指
ョ
リ
大
指
ヲ
カ

ケ
テ
腕
ノ
中
二
三
寸
程
マ
テ
立
チ
割
レ
タ
ル
如
ク
チ
ギ
レ
テ
戯
粉
ト

為
リ
テ
空
中
二
飛
ビ
散
り
失
七
ケ
リ
ル
、
其
手
ノ
創
口
ヲ
其
儘
置
ク

ト
キ
ハ
、
焔
硝
ノ
火
毒
惣
身
二
廻
リ
テ
終
二
死
二
至
事
ト
ナ
レ
バ
、

其
船
二
乗
居
タ
リ
シ
、
〒
一
ン
ケ
ル
ト
云
ヘ
ル
瘍
医
、
翌
日
其
人
ヲ
出

島
へ
上
陸
”
一
」
『
ン
メ
、
リ
ー
ト
マ
ア
ー
イ
エ
ル
、
レ
ッ
ッ
ケ
ト
云
へ
ル

ー
人
医
ヲ
シ
テ
彼
手
夛
持
タ
シ
メ
、
ヱ
ン
ヶ
ル
病
者
ノ
臂
ヲ
ト
ル
ヶ

ッ
ト
ト
云
ヘ
ル
道
具
ニ
テ
シ
バ
リ
刃
物
ニ
テ
肉
ヲ
切
り
、
前
後
ヨ
リ

引
張
ラ
シ
メ
、
其
内
ノ
ー
本
並
ヘ
ル
骨
ノ
間
ノ
肉
ヲ
切
り
終
り
、
鋸

ニ
テ
骨
ヲ
蔵
チ
落
シ
、
其
断
口
二
有
ル
処
ノ
動
脈
ヲ
引
キ
出
シ
、
糸

ニ
テ
結
ピ
、
臂
ヲ
シ
メ
タ
ル
道
具
ヲ
漸
々
二
緩
メ
其
断
口
へ
置
木
棉

ヲ
ナ
シ
、
又
其
所
ョ
リ
巻
木
綿
ヲ
シ
テ
肱
ノ
惣
体
ヲ
覆
上
、
其
上
ヨ

リ
焼
酎
ニ
テ
仕
立
ダ
ル
薬
ヲ
シ
ギ
流
セ
シ
ニ
、
数
日
ナ
ラ
ズ
シ
テ
創

口
癒
テ
ナ
リ
。

カ
カ
ル
術
ア
ル
事
ハ
我
邦
ノ
人
モ
兼
テ
ョ
リ
間
ツ
ル
事
ナ
レ
ド

モ
、
虚
誕
ト
ノ
ミ
思
ヒ
テ
信
ゼ
ザ
リ
シ
ガ
、
此
度
彼
人
ノ
所
療
セ
シ

術
ノ
熟
練
セ
ル
ヲ
見
聞
ク
人
、
尚
ゲ
ニ
サ
ル
事
ノ
有
ン
卜
感
歎
セ
ザ

ル
ハ
ナ
シ
。

我
邦
瘍
医
ノ
術
ハ
彼
二
比
ス
レ
、
ハ
素
ヨ
リ
拙
キ
事
ナ
レ
や
ハ
、
霧
多

ノ
瘡
折
、
金
創
等
ノ
治
療
モ
思
う
儘
ナ
ラ
ネ
バ
、
空
ク
人
ノ
命
ヲ
絶

チ
、
或
ハ
生
涯
、
廃
人
ト
ナ
セ
ル
ル
モ
多
カ
リ
シ
、
此
後
ニ
モ
シ
ャ

カ
カ
ル
創
ヲ
蒙
ル
者
ア
レ
バ
、
此
術
ヲ
習
ヒ
テ
療
治
セ
バ
、
人
民
ヲ

救
う
事
、
固
ヨ
リ
多
カ
ル
ベ
シ
・

故
二
今
訳
家
馬
場
某
君
、
カ
ノ
国
瘍
医
ノ
貴
ベ
ル
処
ノ
苛
私
的
兒

シ
セ
ル
セ
イ
ン
ト
云
う
書
中
二
載
ル
手
足
ヲ
断
ル
ノ
法
術
ヲ
国
字
二

訳
シ
テ
、
之
ヲ
余
二
示
シ
テ
序
セ
ン
事
ヲ
求
ム
。

予
其
志
ノ
篤
キ
ー
感
シ
拙
キ
筆
ヲ
顧
ミ
ズ
、
此
書
翻
訳
ノ
因
テ
起

ル
所
ナ
レ
バ
ヱ
ン
ケ
ル
カ
治
療
セ
シ
始
末
ヲ
記
シ
テ
是
ヲ
叙
ス
ル
モ

r q l l
、リムノ
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こ
の
画
で
は
右
前
腕
切
断
術
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
頃

開
板
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
長
崎
版
画
「
ヲ
ラ
ン
ダ
人
外
科
療
治
之

図
」
で
は
左
前
腕
切
断
術
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

切
断
術
に
さ
い
し
て
の
麻
酔
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
が
、
止
血

帯
に
よ
る
止
血
と
同
時
に
発
現
す
る
末
梢
神
経
の
圧
迫
麻
痩
に
よ
る

知
覚
鈍
麻
な
い
し
麻
痩
作
用
を
除
痛
に
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
・

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
四
肢
切
断
術
の
部
の
翻
訳
の
誘
因
と
な
っ

た
オ
ラ
ン
ダ
船
礼
砲
発
射
事
故
患
者
を
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館

内
で
船
医
ヱ
ン
ケ
ル
が
行
な
っ
た
前
腕
切
断
術
が
日
本
に
お
け
る
外

ノ
ナ
リ

文
化
元
年
甲
子
冬
十
二
月
吉
旦

仙
台
医
員
大
槻
茂
禎
玄
幹
識
」

こ
れ
は
『
整
骨
・
整
形
外
科
典
籍
大
系
十
二
巻
』
に
集
録
さ
れ
た

『
瘍
医
新
書
手
足
切
断
篇
』
に
漏
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
川
口
志
幹

写
本
（
宗
田
一
氏
蔵
）
、
奥
田
万
里
『
釣
玄
全
書
外
科
篇
』
（
名
古
屋
蓬

左
文
庫
蔵
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
手
術
の
情
況
を
長
崎
の
御
用
絵
師
石
崎
融
思
（
一
七
六
八
’

一
八
四
六
）
が
描
き
『
長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
』
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。

科
医
に
よ
る
最
初
の
四
肢
切
断
術
で
あ
ろ
う
か
。

オ
ラ
ン
ダ
側
の
史
料
に
つ
い
て
の
調
査
は
ま
だ
行
な
っ
て
い
な
い

が
、
馬
場
貞
由
十
七
歳
、
大
槻
玄
幹
十
九
歳
の
文
化
元
年
（
一
八
○

四
）
秋
の
オ
ラ
ン
ダ
船
祝
砲
事
故
は
図
ら
ず
も
、
西
洋
十
八
世
紀
の

四
肢
切
断
術
が
、
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
翻
訳
に
よ
っ
て
わ
が
国
に

も
よ
り
正
確
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
、
オ
ラ
ン
ダ
側
の
長
崎
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
誌
な
ど
の
照

合
に
よ
っ
て
こ
の
事
実
の
医
史
学
的
研
究
の
解
明
を
行
な
い
た
い
と

考
え
る
。

（
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
）
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